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Q31a ALMA ACAによる小マゼラン雲超広域CO探査 (2): CO分子雲の性質
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重元素量が銀河系の 1/5程度という特徴を持つ小マゼラン雲は、地球から∼60 kpcの距離に位置するため、低
金属量環境下での星形成の母体となる分子雲の詳細な観測が可能である。我々は大局的な CO分子雲の振舞いを
統計的に解析し、他の局所銀河群のものと比較を行うため、高分解能かつ広域観測に最適な Atacma Compact
Arrayによる小マゼラン雲北部領域の 12CO(J = 2–1)輝線データの解析を行っている (徳田他 本年会)。12CO輝
線でトレースされる分子ガスの構造を摘出するため、階層構造解析アルゴリズムDendrogram (Rosolowsky et al.
2008)を用い、周囲との境界が明瞭に区別可能な CO分子雲を∼300個、その中の内部構造を∼500個同定した。
これらのサイズ (半径, R)–線幅 (σV )関係は概ね 0.5の冪乗則に従っている。ただし銀河系の分子雲で標準的に見
られる関係 (σV = 0.72R0.5)と比較すると、同じ半径において線幅は 1.5倍程度小さく、分子ガスの柱密度が銀
河系よりも低い可能性を示している。また、比較的明るいCO分子雲 (LCO >100 Kkm s−1 pc2)を対象にビリア
ル質量と比較することでXCO factorを (8–9)×1020 cm−2 (Kkm s−1)−1 と推定した。これは NANTEN (分解能
∼50 pc) 観測によって得られたXCO factorよりも 2倍程度小さい値であるが、銀河系やM33の値よりも 4–5倍
程度大きく、小マゼラン雲の重元素量の低さと無矛盾である。このXCO factorを用いて CO分子雲の質量を求
め、同銀河において初めて質量関数を導出した結果、50M⊙以上の質量で dN/dM ∝ M−1.6となり、銀河系や大
マゼラン雲、さんかく座銀河と同程度の冪乗則に従うことがわかった。


